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1．はじめに

山岳トンネルでは，施工時の地山状況に応じて支保
構造の設計が見直しされ，その際にインバートの設置
の有無も決定される。これまでの国内の道路トンネル
では C 級地山の場合，インバートは設置されないの
が一般的であった。

しかし，近年，施工時の地山等級が C 級地山であっ
ても，地質が泥岩や凝灰岩などの場合，供用後の湧水
などを原因として地質が劣化し，路面の隆起，覆工の
ひび割れなどの変状が生じているケースがある。

この場合の対策としては，トンネル底版部を掘削し
て新たにインバートを設置するのが力学的に合理的な
対策方法であるが，その場合には一定の期間トンネル
を全面通行止めとするか，狭小な車線を確保した交通
規制をしてインバート追加設置の工事を行う必要があ
る。しかし，交通量の多いトンネルや長大トンネル，
あるいは高速道路のトンネルなどにおいては，長期間
にわたる全面通行止めによる工事の実施が現実的に不
可能な場合が多々ある。

このような背景のもと，当研究所では平成 21 年度
より数年間の計画で，首都大学東京 , 高速道路総合技
術研究所（以降，NEXCO 総研と称す）と共同で全面
通行止めを行わないで，インバートを追加する施工法
の研究を実施している。本研究の役割分担は，表─ 1

に示すとおりであるが，本稿では平成 21 年度の研究
成果のうち，主に当研究所が分担した施工法検討の概
要について述べる。

2．施工方式の選定

（1）選定条件
施工方式の選定にあたっては，以下の条件を考慮し

て検討を行った。
・ 2 車線トンネルにおいて，1 車線（幅員 4.75 m）

の交通を確保できること。
・ 劣化した軟岩に一軸圧縮強度 20 ～ 30 MPa の新

鮮部が混在する地質に適用できること。
・ 新しい施工機械の開発・製作は行わないこと。（既

存機械の利用あるいは既存機械を改造して対応で
きること。）

（2）施工方式の選定
前記，検討条件を踏まえて，「曲線ボーリング方式」,

「チェーンカッタ方式」,「パイプフロアー方式」の 3
つの施工方式を立案し，各方式の適用性検討を行った。

検討の結果，曲線ボーリング方式が最も適用性が高い
方法と評価し，詳細検討の対象として選定した。表─ 2
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表─ 1　共同研究の役割分担

表─ 2　各施工方式の適用性評価一覧
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に各施工方式の概要と適用性に関する評価を示す。

3．曲線ボーリング方式の施工法検討

（1）施工手順の検討
供用中の二車線道路トンネルを想定し，前項で選定

した曲線ボーリング方式によるインバート設置手順の
検討を行った。検討した概略施工手順を図─1に示す。

（2）曲線鋼管打設方法の詳細検討
前記の曲線ボーリング方式の施工手順のうち，③の

鋼管打設は，限られたスペースで曲線鋼管を打設する
必要があり，本工法の成否を分ける重要な工種である。

この曲線鋼管の打設方法に関しては，①鋼管のサイ
ズ , 継ぎ手構造の検討 , ②鋼管の配置検討 , ③削孔機
械の検討 , ④削孔 , 打設手順の検討などの項目につい
て詳細な検討を行った。ここでは，検討した曲線鋼管
の施工手順を図─ 2 に示す。

図─ 1　供用中のトンネルを想定したインバート設置手順

図─ 2　曲線鋼管の施工手順
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4．今後の研究方針

共同研究の初年度として，前述したような施工法に
ついて検討を行い，施工の可能性があることは確認さ
れた。

ただし，供用中の道路トンネルを車線規制しながら
行う工事であり，道路管理者側にとっては極力規制期
間を短縮することが求められる工事と考える。

そのため，現段階における施工案では，施工延長
100 m程度に対して約5ヶ月の工期が必要と想定され，
実施工に展開する技術とするためには，より早い施工
を可能とする技術にすることが必要となる。

そのため，今後は，想定される施工条件下において，
より効率的な施工を可能とする施工システムを実現す
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るために，施工実験等を踏まえて，課題の抽出と検討
を進め，実施工に展開可能な技術にすべく検討を行う
方針である。

 


